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十勝地方東部丘陵地にある本別公園の高等植物相

FloraofHonbetsuParklocatedinhillzoneofeastTokachi,Hokkaido
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ABSTRACT-F1・rawasresearchedatH・nbetsuParkinhillz・ne・feastT・kachi,

Hokkaido.Vegetationintheparkisconsistedofdeciduousforest,wetland,wasteland,andterrace

scarp.Thehighestpointis294ma.s.latthesummitofMt.Yoshitsune-yama.Therewere281

specieswhichwereconsistedof183forestplants,11grasslandplants,43urbanweeds,24rocky

plants,andtheothers.EndangeredplantsdesignatedintheRDBwere12species,e.g.Cα 廻冗

4ゴ9ゴ孟伽subsp.α ∂伽 伽 孟α,Ps6%40s云6〃 α磁 釧10α'ゴoα,andGαZゴ 襯4α 伽7ゴo襯var.6α 伽7ゴ6襯.

は じ め こ

残 された身近な 自然環境 を効果 的に保全するためには,地 域 ごとの保全計画 の策定が必要で ある。

それ と同時 に,市 町村 レベル またはそれ よ り細かいメ ッシュ単位で 自然環境 の諸要素が把握 され る必

要 がある。植物相に関 しては,都 道府県 レベルでの把握 が進 んでお り(鷲 谷 ・矢原1996のp67を 参

照),北 海道 も伊藤ほか(1985;1987;1990;1994)に よる 「北海道 高等植物 目録(1～IV)」 が ある。

地域 レベル の調査活動 も地道 に進 め られてお り,上 士幌(滝 田ほか1996;丹 羽ほか2000)な どでは

すでに植物誌 も編纂 されて いる。ただ,こ れ らは地元の 自然史家のボ ランティア活動 に依存 している

ことか ら,情 報収集量 には地域的な偏 りが大 きく,不 十分な地域が多 い。 こうした 「情報過疎地域」

をいかにな くしてい くかが今後の課題 の一つで ある。

本別 町は北海道十勝管 内の東部に位置す る内陸の まちで,い まのところ植物誌等はな く組織 的な調

査 も行 なわれていない。 まちの中央部 を十勝川水系の利別川 が流れて いて,そ の周辺 に平地があ り,

周囲は丘陵地 とな ってい る(最 高標高は ウコタキ ヌプ リの747m)。 町 内の大半が,落 葉広葉樹林帯

(低 山帯)ま たは針広混 交林帯 に該 当す る。本別 公園は本別町郊外 にあ り,面 積 は25.8ha,最 高地

点は義経 山の294mで,白 糠丘陵 の西端 に位置 して いる。本別川沿 いにはキ ャンプ場 ・宿泊施設 ・

人工池 ・スキー場 ・テニスコー トな どの施設 があって整備が進 んで いるが,周 辺の山林は伐採が少な

くこの地域 の潜在植生を とどめて いる。尾根付近は断崖状のため樹林が ところ どころ切れてお り,独

特の植生景観 とな っている。今 回,林 内を散策す るための遊歩道 を使 って植物相 を調査 したので報告

す る。百年記念館の池田亨嘉学芸員 には研究報告へ の掲載でお世話 にな った。また,日 野間彰氏には

植物データベースの使用を許可 して いただいた。 さ らに,さ っぽ ろ 自然調査館の渡辺修 ・渡辺展之の

各氏 には作表 を手伝っていただいた ほか原稿に対 して有益な コメ ン トをいただいた。 これ らの方には

心か ら感謝申 し上げ る。

※さっぽろ自然調査館
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方 法

調査 は2000年10月12日 お よび2001年6月22日 に行 な った。本 別公 園は,北 緯43。07ノ 東 経

143。38ノに位置す る。

2000年 の調査では 「義経 の館」前駐 車場か ら弁慶洞 まで(弁 慶洞遊歩道),2001年 の調査では 「交

流広場」 か ら義経 山まで(義 経山遊歩道)の 範囲を踏査 し,そ れぞれ植物 目録 を作成 した。ただ し,

これ らの遊歩道 は落石の危険性 があるため,現 在 一部が立入 り禁止 となって いる。一調査 では植栽か ど

うか の確認 も行な った。不 明な植 物 につ いて は標 本 を採集 し,後 日同定 した。 同定 は基本 的に滝田

(1987)に 基づき,イ ネ科 は長 田(1989),シ ダ は滝 田(1987)ま たは岩槻(1992)に 基づいた。 また,

必要 に応 じて佐竹 ほか(1981,1982a,1982b)を 参照 した。 帰化植 物か どうか も長 田(1976)・ 清

水 ほか(2001)・ 五十嵐(2001)等 をもとに区別 した。また,林 内 ・林縁:・草原 ・湿地 ・荒地 ・岩上 ・

樹幹上の 中か ら,種 ごとに該 当する主な生育環境 を選択 した(植 栽種は空欄 とした)。 さらに,一 般

的 に北海道 内では低地の沖積地 に分布が限 られる植物群 と山地以上に限 られ る植物群 についてはそれ

ぞれ低地要 素 ・山地要素 としてそれ以外の もの と区別 した。なお,こ こで用 いた各種 の生態情報 につ

いては,さ っぽ ろ自然調査館 のデー タベースを参照 された い(http://www.cho.co.jp/)。

和名は㈱ 野生生物総合研究所 の北海道植物情報 処理 システム(以 下,ECPLANTと い う;日 野 間

1993)お よび環境庁(1988)に 基づ いた。環境庁(2000)の レッ ドデ ータブック(以 下,RDB),北

海道(2001)の レッ ドデ ータブック(以 下,道RDB)に 基づ いて稀少種の判定 を行な った。

結 果

2回 の調査 によ り281種(亜 種 ・変種 ・品種 を各1種 ず つ含 む)の 植物 を確認 した。 このうち,ア

カエゾマッ ・トドマツの2種 は植栽 された ものだ った。 また,ア サダは 自生 と植栽 の両方があった。

帰化 種はナガ バグサ ・シ ロツメクサな どの29種,逸 出種はメギ の1種 だった。林 内 ・林縁 ・草原 ・

湿地 ・荒地 ・岩上 ・樹 幹上 をそれぞ れ主な 生育場所 とす る種は,72種 ・lll種 ・11種 ・15種 ・43

種 ・24種 ・3種 となって いた。草原 といえる植 生はなかったが,草 原性の植物群は主 に尾根沿 いの

疎林地 に生育 していた。

また,オ オバナ ノエン レイ ソウ ・ヤエガ ワカンバ ・カシ ワ ・エゾ ノウワミズザ クラな どの低地要素

が15種 エゾオオサ クラソウ ・ナナカマ ド ・カツラな どの山地要素が10種 含 まれた。稀少種 として

は,ア カスゲ ・クシロ ワチガイ ソウ ・フクジュ ソウが北海道版RDBの 絶滅危急種(Vu)お よび環

境庁版RDBの 絶滅危i具H類(VU)に,エ ゾムグ ラは北海道版RDBの 希少種(R)お よび環境庁版

RDBのVUに,ヤ マムギ ・アカ ンカサスゲ ・エゾオオサ クラソウが北海道版RDBのRに,イ トヒ

キスゲが環境庁版RDBの 絶滅危惧IB(EN)に,オ オハ コベ ・エゾムラサ キツツジ ・イ ワヨモギが

環境庁版RDBのVUに,チ ドリケマ ンが環境庁版RDBの 準絶滅危1具種(NT)に それぞれ該 当す

る。 また,滝 田(1996)は 北海道における希少スゲ属植物 として,イ トヒキスゲ ・アカスゲを危険度

「小」,ア カ ンカサスゲ を危険度 「特 にな し」 として いる。
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考 察

1)本 地域の種組成

本地区の植生は,ミ ズナラを優占種 とする森林植生,本 別川やその支流沿いの湿地植生,施 設周辺

の荒地植生,稜 線付近の断崖植生から構成されていた。また,森 林植生と他の植生との境界付近には

林縁植生といえるような植生が見られた。

このような多様な植生を反映して,生 育環境に対する選好性の異なるさまざまな植物群が見られた。

このうち,も っとも多かったのは林内または林縁を主な生育場所とする森林性植物で,183種 と全体

の65%を 占めた。 また,ミ ツデウラボシ ・ツルデ ンダ ・フクロシダなど,岩 上を主な生育環境 とす

る植物も24種(9%)と 多いことも本地域の特色である。

春植物に関しては十分調査できなかったので今後の課題としたいが,五 十嵐博氏によると今回確認

した以外で確実なものではエゾエンゴサクが分布 しているということである(私 信)。

2)生 物地理的に特徴的な植物群

植物の中には,特 定の環境または地域に分布が限定されるものがある。垂直的な分布に着 目すると,

分布が低地の沖積地にほぼ限定される植物群(低 地要素)と 沖積地以外の低山～山地にほぼ限定され

る植物群(山 地要素)が ある。これ らはふつう混生せず,排 他的な分布 となっている。そのメカニズ

ムは明らかではないが,一 ・因として,前 者が河川の氾濫や海退後に生じた裸地にすばやく侵入できた

のに対し,後 者はそのような場所には何 らかの理由で侵入できなかった反面,山 地域では前者に対 し

て圧倒的に優位であるということが考えられる。しかし,本 地域では両者が明らかに混生していた。

このような混生現象は,本 地域が沖積地 と丘陵地の接点にあたるという地理的条件に起因すると考え

られる。すなわち,沖 積地と丘陵地の境界が地形的にもともとあまり明瞭ではないうえに,本 地域で

は沖積地と丘陵地が河川などで複雑に入 り組んでお り両者の接する面が多いことから,植 物の移動が

起こりやすいということが考えられる。同じ十勝平野の西縁では地史的に著しく異なる日高山脈に接

しており地形的な境界も明瞭なため,こ のような混生現象はほとんどみられず,種 組成の大きく異な

る植物相が接している。また,一 般に露岩地や急傾斜地にはしば しば山地要素が隔離的に分布するこ

とがあることか ら,本 地域でみ られる岩の露頭や急傾斜地の存在も混生現象に寄与している可能性が

ある。地域の植物相を理解 していくうえでは,こ のような異質な植物群の混合域についてもっと注目

する必要があるだろう。

3)稀 少 植 物

北海道版RDBお よび環境庁版RDBに 該当する稀少種は12種 と多かったが,国 内の分布が北海道

東部に偏っているものが多かった。 このうち,生 物地理学的に興味深いアカスゲとエゾオオサクラソ

ウについて以下に述べる。

ECPLANTに よると,ア カスゲはこれまで国内では十勝東部 ・釧路北部 ・網走南部だけで確認さ

れている稀な植物で,滝 田(2001)も 「針葉樹林に希に見 られ(中 略)阿 寒地方と北見地方だけに限

られるようである」と述べている(た だし上士幌町でも記録がある;滝 田ほか1996)。 本種の分布域

は十分明らかになっていないと思われるが,白 糠丘陵 ・阿寒山系 ・北見山地にかけて分布し,今 回調

査 した本別公園付近が分布の西縁にあたる可能性がある。

同様に,エ ゾオオサクラソウは十勝地方では帯広市(西 部)・ 広尾町 ・清水町 ・足寄町 ・浦幌町で

確認されており(ECPLANT),日 高山脈山麓部と白糠丘陵だけに分布するというやや特異な傾向を
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示す。

本別公園は,植 物相が豊かで稀少種も多い。 これまではこのような点についてあまり配慮をせずに

公園整備が進められてきた感があるが,市 街地近郊の自然環境を保護 していく上で重要な地区である

と再認識すべきであろう。
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表1.本 別 公 園 の 高 等 植 物 目録

Table1.FloraofHonbetsuPark

種 名 科 名 学 名 帰化 生育環境 要素 道RDB環 境庁

スギナ トクサ 科.Eg薦6魏 〃zα7%ηs6荒 地

トクサ トクサ 科.Eg嬬 伽 〃2勿例 α16湿 地

ミズ ドクサ トクサ 科Eg諮 伽 吻1吻osπ 〃z湿 地

ヤマ ドリゼ ンマイ ゼ ンマイ科Os〃z朔 伽s〃%〃z6勿 欄 〃zo〃z6%〃zvar.ゆ肋%36湿 地

ク ジ ャクシダ イ ノモ トソ ウ科 、4伽痂%〃zρθ磁 脇〃z岩 上M※2

イ ヌシダ イ ノモ トソ ウ科D伽 πs嬬薦 α 砺鴬吻 岩 上

オ ウ レンシダ イ ノモ トソ ウ科D伽 臨 α64磁 漉 加 纏 ゴ 林 内

ワラ ビ イ ノモ トソウ科P妙 ∫伽 〃zα9π〃%%〃zvar.Zα 伽s6〃 π〃z林 縁

エ ゾ メシダ オ シダ科 ノ1'勿7勿〃zわzω加oπs林 内

ミヤマ シケ シダ オ シダ科 、配勿7伽〃z勿oπ030鰯〃z林 内

ヤ マイ ヌ ワラ ビ オ シダ 科 、位勿7伽 〃z磁 α碗 林 内

オ シダ オシダ 科Dηoφ 渉碗s6名 α∬〃肱o〃zα 林内

イ ヌガ ンソク オシ ダ科 ル勉漉π6磁o卿 痂1露 林縁

クサ ソテ ツ オ シダ科 ル餌 伽6磁s〃 厩砺oφ孟碗s林 縁

ミヤ マ ワラ ビ オ シダ科P加 即φ孟6溶ヵoかρ04∫o∫4θs岩 上

ホ ソイ ノデ オ シダ科 、Po加漉 加 〃z伽 観 ガ 林 内

ッルデ ンダ オ シダ科 、PO加批 加 〃Z6勉⑫θ60SO7鰯Z岩 上

サカ ゲイ ノデ オ シダ科 、PO加漉 伽 甥Z痂030φ α伽6餌 〃Z林 内

フ ク ロシダ オ シダ科Wbo4s勿 〃zαη6伽7伽sゴs岩 上

イ ワデ ンダ オ シダ科 仰bo4s毎 ρ0加批 勿 魏S岩 上

トラ ノオ シダ チ ャセ ン シダ科 〆1sヵZθ痂π〃z勿6勧 〃z林 内

クモ ノス シダ チ ャセ ン シダ科Cα 〃ψ渉0507鰐s弼7勧s岩 上

ミツデ ウ ラボ シ ウラボ シ科C吻s燃8勿s翅 螂 岩 上

ミヤマ ノキ シ ノブ ウ ラボ シ科L吻so7πs%∬%7∫6π 廊var.4魏 αη5樹 幹

イ ワオ モダ カ ウ ラボ シ科 」砂7zo蜘 師oπs郷 樹幹

ト ドマ ツ マツ科 、肋 ∫6ssα6勿1勿θπsゴsP※1一

アカエ ゾ マツ マツ科P伽 αg励 競P一

イチイ イチ イ科7孤 鰯6鰐 ρゴ4磁α 林 内

エゾ カモ ジグサ イネ科Ag70勿mη ッ6206πS6林 縁

コ ヌカグ サ イネ 科 、4gzo語sα1伽N荒 地

イ ワ ノガ リヤ ス イ ネ科Cα 伽zαgzo漉s6α%α4伽s露var.伽g340励 ∫ 草原

ヒメ ノガ リヤ ス イ ネ科CαZα 〃zαg70畝s加 んoη伽sお 岩 上

カ モガヤ イ ネ科Dα の 傭gZo〃zθ7α如N荒 地

タ ツ ノヒゲ イ ネ科 、醜αγ地 伽αブαρo航 α 林 内

イ ヌ ビエ イ ネ科E6砺 η06〃oα67πs-gπ〃ゴ 荒 地

ヤ マムギ イ ネ科E筋z%s4α 伽7ゴ6%svar.刀 ∫1Zos%1%3林 縁R※3

オニ ウシ ノケグサ イ ネ科1Rθs≠ πoαθZα劾7var.α7鰯4勿 αoθαN荒 地

オオ トボ シガ ラ イ ネ科 、F6s'解αs%∂%赫 αvar.ブ 砂o競 α 林縁

ホ ソム ギ イネ科Lo伽 〃zρθ%侃紹N荒 地

イ ブ キヌ カボ イネ科 ルf〃π〃¢伽 錫〃z林 内

オオ ア ワガ エ リ イネ科.勘1飾 〃z餌α競s6N荒 地

ヨ シ イネ 科P加 αg窺舵800〃z吻 観 ゴs湿 地

ッル ヨシ イ ネ科 、P加αg初漉sブ砂o痂6α 湿地

スズ メ ノカタ ビ ラ イ ネ科.Poα απ肱 α 荒地

ヤ マ ミゾ イチ ゴ ツナギ イ ネ科 、Poα雇sα鷹履 林縁

ナガ バ グサ イ ネ科 、Poα餌 α纏 諮N荒 地

ミヤ コザ サ イ ネ科Sαsα 吻 φo航α 林 内

キ ンエ ノコロ イ ネ科S伽 磁g伽oα 荒 地
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種 名 科 名 学 名 帰化 生育環境要素 道RDB環 境庁

ハ ネガ ヤ イ ネ科S妙 αρ謝 瑠πsゴs林 縁

ヒメカ ンスゲ カヤ ツ リグサ 科Cαz砿oo競 α 林 内

ア カスゲ カヤ ツ リグサ 科Cα%砿4@孟 伽subsp.σ 鰯 〃解oπz林 内MVuVU※4

ア カ ンカサ スゲ カヤ ツ リグサ科Cα%砿4η 〃zo助吻subsp.α ∂加碗 伽 林縁LR

ヒカゲス ゲ カヤ ツ リグサ科Cα%砿 肋 〃躍ssubsp.伽060Z伽 林縁

ホ ソバ ヒカゲ スゲ カヤ ツ リグサ科Cα7凱 伽 〃z∫1∫ssubsp.%απα 岩上

ハガ ク レスゲ カヤ ツ リグサ科Cαz砿 ブαoθηs林 縁

ヒゴ クサ カヤ ツ リグサ科Cαzε κブ⑫傭oα 林縁

ヒエ スゲ カヤ ツ リグサ科C鷹 κ10πg召zo飾伽 林縁

ヒメシ ラス ゲ カヤ ツ リグサ科Cα 獄 吻011勧 め 林縁

ハ リスゲ カヤ ツ リグサ科Cαz砿 侃o♂ 林 内

サ ッポ ロス ゲ カヤ ツ リグサ科Cαz疏 ρゴ10sα 林縁

オオイ トス ゲ カヤ ツ リグサ科Cα 獄 郷 加7鰯ssubsp.α 伽7吻70η 林 内

イ トヒキス ゲ カヤ ツ リグサ科Cαz協%6〃zo伽s6%伽 湿地EN

タガ ネソ ウ カヤ ツ リグサ科Cα 螺s∫ 吻%o読 磁 林 内

オオ カ ワズ スゲ カヤ ツ リグサ科Cαz砿s妙 α孟α 湿地

ヒ ロバ テ ンナ ンシ ョウ サ トイ モ科.47磁 θ〃zαzo∂π伽 〃zvar.%o∂ πs1π〃　 林 内

クサイ イ グサ 科 ル 駕πs競 嬬 荒地

ヌカボ シ ソウ イ グサ 科L鷹 蜘 ρ1襯o詔 岩 上M

ギ ョウジ ャニ ンニ ク ユ リ科 ノ1〃%〃zo魏oγ∫α1∫ssubsp.ρZαむφ勿11π〃z林 縁

オオ ウバユ リ ユ リ科Cαz伽oア 伽 〃z60%d伽 〃　var.gZ餉 競 林 縁

ス ズ ラン ユ リ科Coπoα 〃α7勿んθ娩 ♂ 林 縁

エ ゾカ ンゾ ウ ユ リ科Hg吻6%ooα 〃s伽 〃zo痂θ痂var.6s6〃 傭 α 草原

マ イヅ ル ソウ ユ リ科 ル観 α窺勿〃膨〃z4吻 孟α'襯 林 内

ヒメイ ズイ ユ リ科Po塘 碗 α伽z伽 〃z漉 草 原

オ オ アマ ドコ ロ ユ リ科Poかgoπ α!π〃zo60剛%〃 　var.〃zακ吻o紘 癬 林 縁

ユ キザサ ユ リ科S〃z吻 碗 α刀ρ傭oo林 内

オオバナノエ ンレイソウ ユ リ科 丁7〃勿吻6α彿s腕α云6例s6林 縁L

エ ゾス ズ ラン ラン科1%勿6漉 ρ碗 〃osα 林 縁

クモキ リソウ ラン科 五吻 溶 肋 〃　oん魏 林 内

コケイ ラ ン ラン科Oz60z6雇8ρ α競s林 内

オ オヤ マサギ ソ ウ ラン科 、P嬬α窺勿 駕sα6勿1勿6競s林 縁

フタ リシズ カ セ ン リ ョウ科C〃 徽 窺加ss67鰯 鰯 林 内

ドロ ノキ ヤ ナギ科 、P砂〃πs〃zακ吻o囲c翅 ゴ 林 縁

ネ コヤナギ ヤ ナギ科Sα 傭gzα6∫傭砂Zα 湿地

エ ゾ ノバ ッコヤナギ ヤナ ギ科Sα 伽 伽 飽競 林縁

エゾ ノキ ヌヤ ナギ ヤナ ギ科Sα 伽 勿 薦π錫 林縁

オ ノエヤ ナギ ヤナ ギ科Sα 傭sα6加1勿6競s林 縁

オニ グル ミ クル ミ科 ルg伽s〃zα 雇so伽 アゴoαsubsp.s勧oZ伽%α 林縁

ミヤ マハ ン ノキ カバ ノキ科 ・41%%s67帥 αsubsp.〃zα κ伽o漉c2〃 岩 上

ケヤ マハ ン ノキ カバ ノキ科 ノ1伽s痂 鴬吻 林縁

ヤエ ガ ワカ ンバ カバ ノキ科B伽 伽 磁 膨沈 α 林縁L

ダケ カ ンバ カバ ノキ 科 β6媚α θ7〃　α纏 林 内M

ウダ イカ ンバ カバ ノキ 科 βθ媚 α 〃z砿珈 α〃鋭 毎πα 林 内

シ ラカ ンバ カバ ノキ 科.86'昭 αρZα砂力勿〃αvar.ブ 砂0卿0α 林縁

サ ワシバ カバ ノキ科C碗)勿 循6砺6伽 林 内

アサ ダ カバ ノキ 科Os'御 ブ砂o競 αW・P林 内L

カ シワ ブナ 科Q膨z6πs66π 嬬 α 林縁L

ミズ ナ ラ ブナ科Q膨z6%s〃zoπgo1蜘var.g%o∬ θsθ7剛α 林 内

ハ ル ニ レ ニ レ科 σ伽 πs4αo観 伽 αvar.ブ 砂o競 α 林 内
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種 名 科 名 学 名 帰化 生育環境 要素 道RDB環 境庁

コブニ レ ニ レ科 σZ〃z%3磁o翅 α鰯var.ブ αρo競αform.8磁6zo8α 林 内

オ ヒ ョウ ニ レ科 σ伽 πs耽 勿編 α 林 内M

カ ラハ ナ ソウ クワ科 魚 〃z〃πs1吻 〃π5var.60㎡ 加 〃πs林 縁

ヤ マグ ワ クワ科 ルノ∂鰯s傭8吻 傭 林 内

ア カ ソ イ ラ クサ 科Bo6伽 碗 α 師6鰯郷 林 縁

ム カゴイ ラクサ イ ラ クサ 科L砂oπ θα ∂π1わ膨zα 林 縁

ア オ ミズ イ ラ クサ 科P飽 α 〃zoπgo1磁 林 縁

コバ ノイ ラクサ イ ラ クサ 科 伽 磁 伽 吻 勿 〃3林 内M

エ ゾイ ラクサ イ ラ クサ 科 醗 眈αρ履 妙勿 伽 林 縁

ヤ ドリギ ヤ ドリギ 科y葱so%〃zα1伽 〃2var.7%加o一 砺 η漉 α伽〃z樹 幹

ハイ ミチ ヤナギ タデ 科 、Po砂即 朋 〃zα%侃αs勧〃zN荒 地

ハナ タデ タデ 科P∂ 塘oπ%吻oα6珈 孟os%〃2subsp.ッoた%sα伽%〃z林 縁

オ オイ ヌタデ タデ 科Po砂goη%〃z妙 励 加1∫%〃zsubsp.π040s%〃z荒 地

イ ヌタデ タデ 科 、PO麺0筋 〃z競g初 伽〃　 荒 地

タ ニ ソバ タデ 科 、Po麺o朋 祝 解ρα伽s6荒 地

オ オイ タ ドリ タデ 科Po砂goη 襯sα6加 伽 θ窩6林 縁

ミゾ ソバ タデ科Po塘o例 〃　劾鰯 ∂6㎎〃 湿 地

ヒメスイ バ タデ科 」勉 〃嫉 α碗osε〃αN荒 地

エ ゾ ノギ シギ シ タデ 科.R襯 砿o伽s加 伽sN荒 地

シロザ アカザ科C勿%ψo伽 〃　α1伽〃zN荒 地

オ オ ミミナグ サ ナデ シコ科C醐s伽 吻 力吻%%〃 　subsp.'蜘 弼6林 縁

ミミナ グサ ナ デ シコ科C醐3≠ 伽2.加 競%〃2subsp.'蜘 刎6var.卿8%5伽1伽 　 林 縁

オ オヤ マ フスマ ナ デ シコ科 ルん餉漉g毎 嬬67解o鵤 林 縁

クシ ロワチガ イ ソウ ナ デ シコ科.Psθ%40惚 〃α磁 釧1砂α批α 岩 上MVuVU

オ オハ コベ ナ デ シコ科Sホ 認 α磁 伽η望伽 α 林 縁VU

コハ コベ ナ デ シコ科8渉 認 α磁 耀 伽N荒 地

カ ツ ラ カツ ラ科Cθ 短4勿 勿11襯 ブ⑫o競%〃z林 内M

エ ゾ トリカ ブ ト キ ンポウゲ 科.400%伽 〃り6so6πsθ 林縁

フク ジュ ソウ キ ンポウゲ 科 、440燃 名α〃zosα 林内VuVU

ヒメイ チゲ キ ンポウゲ 科 、肋 θ〃zo麗4伽1∫s林 内

サ ラシナ シ ョウマ キ ンポウゲ 科 α 漉6物 即 ε勿ψ伽 林 内

ミヤマ ハ ンシ ョウヅ ル キ ンポウゲ 科 αθ〃zα漉 αφ勿αvar.o功o嬬sゴs岩 上

アキ カ ラマ ツ キ ンポウゲ 科 丁肋1厩 ㍑〃z〃z勿πsvar.勿 ヵ01例6π〃z草 原

メギ メギ科B67う 碗s漉 観 加㎎πE林 縁

キ タ コブ シ モク レン科M召gπo伽 んo∂πεvar.∂o紹 α傭 林 内

チ ョウセ ンゴ ミシ マツ ブサ科So雇sα η伽α6配ηθηsゴs林 縁

クサ ノオ ウ ケ シ科C勿1∫40痂%〃z〃 吻%ssubsp.αs観 ∫6π〃　 林縁

ム ラサ キ ケマ ン ケ シ科Coη4α 傭 勿碗 α 林縁

チ ドリケマ ン ケ シ科Coη4α 傭 肋s雇70θ%s盛s林 縁NT

ヤマハ タザ オ アブ ラナ科.4鵤 傭 加駕伽subsp.吻 ρo%蜘 林縁

ミヤ マハ タザ オ アブ ラナ科.4励 客s伽伽subsp.肋 〃zo加批 α 岩 上

コ ンロ ンソウ アブ ラナ科Cαz6α 〃z勿6Zθ鷹α舵加 林縁

キ レハ イ ヌガ ラシ アブ ラナ科jRo7吻 α 砂106s師sN荒 地

エゾ キ リン ソウ ベ ンケイ ソ ウ科Sθ 伽 〃zα伽oπsubsp.肋 〃　云s6加批 π〃　 岩 上

ミ ッバベ ンケイ ソウ ベ ンケイ ソ ウ科S6伽 〃z彬漉6ガ〃伽 〃z林 内

ツル ネ コ ノメソウ ユキ ノシタ科C乃 ηsos力伽 伽初 πα9611加鰯吻 湿地

チ シマネ コ ノメソ ウ ユキ ノシタ科C乃 ηsos力伽 伽〃　肋 〃傭o加 漉π〃z湿 地

ノリウ ツギ ユキ ノシタ科 功 伽 π望αραη蜘 鰯 α 林縁

ッル ア ジサイ ユキ ノシタ科1む4η%g%ρ 観o伽 ゑε 林縁

ダイ モ ンジ ソウ ユ キ ノシタ科S砿 吻α9α力 吻 纏var.勿C∫so励 α如 岩 上
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種 名 科 名 学 名 帰化 生育環境 要素 道RDB環 境庁
エ ゾ ノク ロクモ ソウ ユ キ ノシ タ科Sα κ物 α8π勉soα 湿 地

ヤ マハ ナ ソウ ユ キ ノシ タ科S砿 吻 即sα6加1勿 θ競s岩 上

イ ワガ ラ ミ ユ キ ノシタ科So雇2砂 加αg〃zα勿 伽伽g60∫46s林 内

キ ン ミズ ヒキ バ ラ科/197勿zo痂 ρ痂sα 林縁

ヤ マブキ シ ョウマ バ ラ科 、47鰯6%ε4∫o伽svar.競 π加1∫%3林 縁

オオ ダイ コ ンソ ウ バ ラ科Gθ π〃z認吻 蜘 〃z林 縁

エゾ ノコ リンゴ バ ラ科1吻1%s∂ α06伽var .〃z侃4s伽7蜘 林縁L

ミ ツモ トソウ バ ラ科 、Po競媚 α6脚 嬬 α醜 づα6林 縁

キ ジムシ ロ バ ラ科jPo競 媚 α〃α8灘魏46svar.〃 吻07林 縁

ミツバ ツチ グ リ バ ラ科P漉 漉 〃α〃の痂α纐 林 縁

エ ゾ ノミ ツモ トソ ウ バ ラ科 、Po競媚 α 初7%露oαN荒 地

ミヤマザ クラ バ ラ科 、P7π肱s〃zακ吻oω∫c留ゴ 林 内

エ ゾ ノウ ワミズザ ク ラ バ ラ科P㍑ 肱sρ α伽s林 内L

エ ゾヤマ ザ ク ラ バ ラ科 、P鰯筋ssα ㎎翻 〃 林 内

クマイチ ゴ バ ラ科 翫 伽s6zα 伽g⑳1勿3林 縁

エゾ イチ ゴ バ ラ科1～%∂%sゴ 磁6%ssubsp .〃　6Z伽o嬬 嬬 林縁

ホザ キナ ナカ マ ド バ ラ科So7∂ α磁so7∂ 加 伽var .s孟θ〃勿吻 林縁

アズ キナ シ バ ラ科So7伽sα1π 加1勿 林 内

ナナ カマ ド バ ラ科807∂ 循 α〃z碗o碗αsubsp .刀 ρoπ加 林 内M

ヤ ブマ メ マメ科.4〃 ψ耽 αη)αθα α忽6ω07!〃∫var .ブψoπ∫oα 林 縁

ヤ ブハギ マメ科Dθs挽o伽 卯0400α吻 吻subsp.o御勿1伽var.窺αη4s勧伽 挽 林 縁冒了 舜 ゼ 入 羊 一一… 一一閥 一一一マ 痢 一一一一一… … 乞 乙

謬 読 揃 痂 ア ー一'冒一一一一一一一一一一一一… 一一… … 一… 一一一,一一一卿一一麻 縁"一 一… 一… 一一… 一'一一一一一

メ ドハ ギ マ メ 科 五6s餌46zα6鰯 θα如N荒 地

一一で区 壬.≧2三 一一..._一._一 ヱ ～≦租 一一_.__一 一ル毎α盈 毎 α勉%z侃s露subsp.∂ π6㎎6万 林 内

ム ラ サ キ ツ メ ク サ マ メ 科 丁7加1伽 　ρ纏6πsθN荒 地

シ ロ ツ メ ク サ マ メ 科 丁7⑳1伽z勿6窩N荒 地

ク サ フ ジ マ メ科yゴ 磁 αη60α 草 原

一竺 旦△ 鮒z翌 _一_一.ヱ 耀____}ゼ 塵 迦 ⑳ 璽 一一_一.__一__ ____.一 一__一._.一 草 厘 .一一一.__一 一___一...一

.乏 汐z立 旦 一一一.一一一._..力 旦 呈 螺_一.逸 塑 繊 塵 酵塑惚 一一.___ _._.一___一.._._.一 草 厘 _一.__一 一___一 一..一
ミツバ フ ウロ フウ ロソ ウ科G醐 αη勿吻 ω砂加漉 林 縁

層王 ケ 弄 万 菰 ミー… … 男 ダ バ ミ 縛 … … 窃 薦 声 痂 滋 嘗… … … … 一"一一… … … 一一… 一一一一…

麻 縁 一一一…-一 … … … …"一…三7秒 ザ ー… … 一璽一一一下 拶 拶 痢 一一翫 痂

互噂互癒 烈 露 一… 一… 一一一一一'一一… … 一一一… 一一曽一一一… 噛一荒 竈 … …'一"… 一一… 一一一一

フ ッ キ ソ ウ ツ ゲ 科 .P鷹 勿s伽4η 勿 吻 勿α傭 林 内

一さ:ヱ 処 ≧ 一___。_一 一皇lk濃 一_ _一 一勲 照.1τ蜘 望 拠.一_ 一._一 一一一_一__._...一 一一一__一 」晦 _一___一_一 一一__盆

三 里1堕 燕 ミ主_三 ≧ 主 ギ 租 .__彙 盗 郷 一⑳ 惣 盗._一 一___ 一一一一.._..一 一一._一 一」鵬 一一一_一 _一_一_一._

.三 ≧ 主ぎ_ _一_一 一_.三 港 捌__ 一翅 曜 勿俊 吻 偽 一._ __一____一 一一_.__魅 内 一__.____
ツ リバ ナ ニ シ キ ギ 科.E卿 矧 〃zπsα四ρ勿11π5林 内L一ミ ジ 〉可 婬 … 一… 一一一"一野 ン野

ジ¥親"舗 痂 葡 死禰 痂 一一… 一騨… 一…-一 一一… 一… … … 一一一… 麻 丙 …"… 雫… … 一一冒一… 冒一一万 ヲ 鐸 万 浮 闘… 一一一"男 王
・弄 奪一一一闘一一… 滋 ノぎ勲 あ一… …'… 一冒一一一… 一一一… … 一一一… 一… … 一麻 縁 辱一一一一…"一 一… 一卿一一一…

,フwヂ ヴ 万 薪 … 一… 冒男 王 辮 … 曹冒一… 滋 チ痴 〃易1徽 … … 一一一一『一一一一一一一…"一 一一… 一"… 冒一一…

弓繭 … 冒一一一… 一… 一… … 一一7野 万 琢-… … 一一層一男 王 胸 一… 一一… 滋 ア

劾 海 一一… 一一… … 畠… … 一"一… 一一一一一一… … … 麻 丙 一一… 一… … 一… 『…

ニゼ 荘 三 芝 二 二二 二1二=斌 デ 再 二 二 三二亘 ⑳ 卿 互麺 匝 翅 奏麺 疲 三 二 二 二=ll二 二二棚 二二 二二lll二 三二二二二 二

.圭 里!乳 歴 ___.一.ノ!乳z恕 蛾 .ノ塑 噸 動翅 ⑩ 縦..一 一一._._._.一 一__._.一 一_ .2晦._一._.___一.一
ツ リフ不 ソウ ツ リフネ ソ ウ科1初 勿 漉 ηs忽 ≠o万 湿地

1泣2互亘墜 登 ギ 互巨熊 噸 互1翅塵廊画 麺1量互⑩ 卿 二二二1二二 二二磁 二ll工二=二1二
泣 豆 触___一._一 一一 が 製_ 一__珍1卸 吻 吻 ¢ 一_ ._一 一_一 一一.一一.___一 一_一 一一._ 一.一一_一 」杢 録.一 一一一一一_一 一一。一一一一..一一一.. 一一一
シナ ノキ シナ ノキ科 丁ゴ伽 ブψo〃oα 林 内

一一牙 牙'バ ボ ケ7ジ 三 … … 冒一一ジ チ '二7革 餐「.…}一… 雪 磁 碗 薦

痂 漉 と葱 痴 … … 冒一… … … 一… 一… … 一… 一一… … 「 罧 丙 一… 一一一… 一一一… 一… 一… 一一一一

.塑 励 之 __一_一_ヱ 竺 眠 一一.._一 逸 ぢ塑蜘 饗 嬢_ __一 一..一一一一一___..___ ..一」晦_一__._一_一 一_

ミヤ ママ タタ ビ マ タタ ビ科.46!勿 鰯 α んoめ痂 忽α 林縁:
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種 名 科 名 学 名 帰化 生育環境 要 素 道RDB環 境庁

エゾ ノタ チツボ ス ミ レ ス ミ レ科WoZα α6襯勿α孟α 林縁

サ クラス ミ レ ス ミ レ科Wo如 雇π勿θs林 縁

ウ シタキ ソウ アカバ ナ科 α70αθα60%4伽 林内

タニ タデ アカ バナ科 α70αθα〃励636θ窩 林縁

メマ ツ ヨイ グサ アカバ ナ科0θ ηo漉θ猶α伽 π嬬N荒 地

エゾ ウ コギ ウ コギ 科 、40α窺加ρ伽 ακs傭 ∫60s鰯 林縁

ウ ド ウ コギ 科.4η 〃α6砺dα孟α 林縁

タ ラノキ ウ コギ 科 ノ1名α1毎θ嬬 α 林縁

ハ リギ リ ウ コギ 科 翫10φ砺 砿 ρ∫伽s林 内

エゾ ボ ウフウ セ リ科.肋g砂04勿 〃zψ θs惚 林縁

アマ ニ ュウ セ リ科.肋gθ 漉 α6吻1∫s林 縁

シ ャク セ リ科 ノLη!加ゴs6πs砂1η6ε〃∫ssubsp.α6〃　%Zα 林縁L

ホタ ルサ イ コ セ リ科jB吻Z6%吻 〃zZoπg勿4客α伽zform.6Zα1∫%s草 原

セ ン トウソウ セ リ科C勿 挽αθZ6吻伽吻加πs林 内L

ミ ツバ セ リ科C肋 嬬α傭 αoα%α4θπs∫ssubsp.ブ⑫o競 α 林縁

セ リ セ リ科0例 απ劾θ刀m競 α 湿地

ヤブ ニ ンジ ン セ リ科Os祝07雇gα α7獅伽 林縁

カ ワラボ ウ フウ セ リ科jP6%6θ4α 例 〃z伽6伽'加6劒 〃z岩 上

オオ カサ モチ セ リ科pZ6πzo⑫ 〃挽π〃z砺s〃∫α伽〃2subsp.%鰯 θ"s6草 原

ウマ ノミツバ セ リ科Sα 競 蜘6砺 翅癖s林 縁

ヤブ ジ ラミ セ リ科 丁厩 傭 ブ⑫o競 α 林縁

ミズ キ ミズ キ科Co吻%s60η ≠%oo6駕α 林 内

ジ ン ヨウイチ ヤ クソウ イチ ヤ クソ ウ科 乃 鰯 αz例 加 伽 林 内

ウ ラジ ロハナ ヒ リノキ ツ ツジ科Lθ%00!勿69Zの ノα纐var.ツ6206πSゴ3岩 上

エゾ ム ラサキ ツツ ジ ツ ツジ科 」賄0606θ%〃oπ4砺7ゴ6%〃z岩 上VU

ウス ノキ ツ ツジ科 梅oo勿 伽挽 〃吻 初 林 内

ナ ツハゼ ツ ツジ科%06勿 伽〃zo14勿 〃z∫ 林 内L

オ カ トラ ノオ サ ク ラソウ科j【 グs伽α6雇α6厩 加o∫46s林 縁

エゾ オ オサ クラ ソウ サ ク ラソウ科P7勿zπZα ブθso碗αsubsp.勿 ∂6s6θ%s林 縁MR

ツマ トリソ ウ サ ク ラソウ科 丁7纏 孟α傭 劒z砂αθα 林縁

ハ クウ ンボ ク エ ゴ ノキ 科S卿 ακo蝕 ∬毎 林 内L

ア オダモ モ クセイ 科 、翫o∬%%s伽 πg勿osαform.s67忽 α 林 内

ヤチ ダモ モ クセイ 科.F燃 勿%s〃zα磁s伽 万oαvar.ブαρo競 α 林 内

ハ シ ドイ モ クセイ 科 励7勿8π 勉 翻 鰯 α 林 内

イ ケマ ガガ イモ 科(加 砺6伽 〃zo砺4α魏〃z林 縁

ノハ ラム ラサ キ ム ラサキ 科 ル勿oso漉 αアoθ競sN荒 地

ヒレハ リソ ウ ム ラサキ 科5擁 ρ勿 伽z(励6勿 碗N荒 地

カ ワ ミ ドリ シ ソ科.4即s耽 勿 ㍑gosα 林縁

イ ヌ トウバナ シ ソ科C1珈 ρ04伽z競 粥 彫乃襯 林 内

ナギ ナ タコ ウジ ュ シ ソ科EZ∫ 勿1劾 α6〃鰯 α 荒地

カキ ドオシ シ ソ科GZ60勿 〃zσ勿46名α66αsubsp.罰 侃4ゑs荒 地

ヒメジ ソ シ ソ科 ルん蜘 伽 窺勿 箔α 林縁

エゾ ノタツナ ミ ソウ シ ソ科86醜 伽 磁 ρθん勿6ηsゴsvar.%s脇7蜘 廊 林縁

ハエ ドクソ ウ ハエ ドクソ ウ科 、P勿y吻α 勿 ≠os云α6勿αsubsp.αs勿'∫oα 林 内L

オオ バ コ オオ バ コ科jP伽 噸oαs観 磁 荒地

エゾ ム グ ラ ア カネ科Gα1勉 〃z磁 肱7∫6π〃zvar.磁 伽7翻 〃z湿 地RVU

トゲ ナ シムグ ラ ア カネ科Gα1伽 〃z〃zo11%goN荒 地

オ ククル マム グ ラ ア カネ科Gα1伽 〃z渉γ解07加7挽 θ 林 内

キバ ナ ノカ ワラマ ツバ ア カネ科Gα 〃π〃Z"θ鰯 〃zvar.αS魏 翻 〃Z草 原

エゾ ニ ワ トコ スイ カズ ラ科Sα 〃z伽6%3名α66〃zosαsubsp.肋 〃爵6勿 漉α 林縁
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種 名 科 名 学 名 帰化 生育環境要素 道RDB環 境庁

レンプ クソ ウ レンプ ク ソウ科 、460κα 吻os碗α観1勿α 林 内

オ トコエ シ オ ミナ エ シ科.翫 〃∫痂α 加〃osα 林縁:

ミヤ マニ ガ ウ リ ウ リ科S6雇gOφ ⑳0η 勿0痂 ⑳ 伽S林 縁

モイ ワシ ャジ ン キ キ ョウ科 ・46θη(助07αρ6%召3ん勿⑳1毎var.〃ZO伽 α%α 岩 上

セイ ヨウ ノコギ リソ ウ キ ク科 ノ16痂1伽 〃z躍⑳1伽 〃zN荒 地

ノブキ キ ク科.44伽ooα 〃oπ 雇初α伽oπ〃　 林 縁

ヤ マハハ コ キ ク科 、4%α助 α1∫s吻α即7勿06αsubsp.α πgπ8'ゴ07林 縁

イ ワ ヨモギ キ ク科 ノ1πθ〃z魏α 伽のo〃zo炉 岩 上VU

イ ヌ ヨモギ キ ク科Aπ θ〃3魏α んθ醜 θαπα 林 内

オ オ ヨモギ キ ク科.4吻 砺s∫α 〃zoπ伽 α 林 縁

エ ゾ ノコ ンギ ク キ ク科.4漉7αg6磁o∫46ssubsp.ooα!%svar.夕620θ πsゴs荒 地

シラヤ マギ ク キ ク科 、4惚7soα∂θ7林 縁L

ア メ リカセ ンダ ングサ キ ク科 疏 礁πs加 雇osαN荒 地

ミミ コウモ リ キ ク科Cαoα1∫ α 砺7勧Z伽var.肋 〃　云ε6加!磁 林 内

ヨブス マ ソウ キ ク科Cαoα 伽 加s鰯 αsubsp.o卿 痂 傭 林 縁

ミヤマ ヤブ タバ コ キ ク科Cα η)θs伽祝!7魏 θ 林 縁

フラ ンスギ ク キ ク科C勿sα 窺勿〃膨〃z伽o侃'勿 〃zπ〃zN荒 地

チ シマ アザ ミ キ ク科 αzs伽z肋 競30勿 漉%〃z林 縁

タカアザ ミ キ ク科C傭 伽zρ θπ伽 伽z林 縁

エ ゾム カ シヨモギ キ ク科E7膨zoπ α碗s岩 上

ヒメ ジ ョオ ン キ ク科E7∫g6z侃 α朋 観sN荒 地

ヒメム カ シヨモギ キ ク科.E7ゴg召zoηoα ηα鹿πsおN荒 地

ヘ ラバ ヒ メジ ョオ ン キ ク科E7膨z侃s師gos鰐N荒 地

イ ワニガ ナ キ ク科 ・醜 嬬s観oπ 膨 η 荒 地

ヤ マニガ ナ キ ク科Lα 伽6αzα44θ伽 αvar.6嬬 α 林 縁

セ ンボ ンヤ リ キ ク科L励 痂勧 αα駕 磁 磁 林 縁

アキタ ブキ キ ク科 、P6嬬飽sブ砂o競 πssubsp.窺8侃'6%s林 縁

コウゾ リナ キ ク科 、Pゴ碗s配 θ矯o魏6θssubsp.ブ 砂o航 α 林縁

オ オハ ンゴ ン ソウ キ ク科 翫 励 θ磁 α 耽 勿鰯 αN荒 地

オ オ アワダ チ ソウ キ ク科So1ゴ4αgogゴ8侃 ≠6αvar.Z6勿 勿 伽N荒 地

アキ ノキ リン ソウ キ ク科 、So鋸αgo麗 禦 π%6αsubsp.αs謝 ∫oα 林縁

セ イ ヨウ タンポ ポ キク科7初 燃 α伽〃z(朔o勿 α1θN荒 地

ヤ ク シソ ウ キク科y碗 η9毎4θη批 π伽 α 草原

※1:「 帰化 」 のNは 帰 化種,Eは 逸 出種,Pは 植栽 種 を示す 。

※2:「 要 素」 のMは 山地 要 素,Lは 低 地要 素 を示す 。

※3:「 道RDB」 は北 海道 版RDBを 指 し,Vuは 絶滅危 急 種,Rは 稀 少種 を示 す。

※4:「 環 境庁」 は環 境庁 版RDBを 指 し,ENは 絶 滅危1具IB類,VUは 絶滅 危 惧H類,NTは 準絶滅 危 惧種 を示す。
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